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※1  浮上対策用のﾌー ﾁﾝｸ（゙ｆ ）は、水路幅や盛土の高さ等施工断面の変化に応じて計算します。
※2  設計条件によっては、配筋は変更することがあります。安定計算書を確認してください。
※3  底版配筋について

主鉄筋： 底版突出筋と同径、同数、長さは底版コンクリート全幅分

配力筋： D13＠250を下回らず、主鉄筋断面の1/6以上となるよう配置

※4  底版コンクリート部日はウィープホール等排水処置を検討するとともに、約10ｍ程度ご
とに伸縮目地を設置する。
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本 体 寸 法　 　（ mm）
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土地改良事業計画設計基準及び運用・解説 準拠

参考質量

形状・寸法

KP水路（・ ・ ・ 水路対応L形水路）


